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であった。続く 19 世紀初頭から 1860 年ごろまでが第二期で、クラブの発展期にあたる。
とりわけ、1830 年代から 1846 年にかけてのジョージ・ベンティンク卿（Lord William 
George Frederick Cavendish-Scott-Bentinck, 1802-1848）時代が、その中心的役割を担
った。そして、1860年代から 20世紀の転換期がクラブの確立期で、19世紀末にジョッキ
ー・クラブが競馬の絶対的権威となったと指摘される。この時代は、1856年にクラブの財

















































































































































































































































































ていると言わざるを得ない。先に挙げたロバート・ブラックの 1891 年における主著 The 













































































































（John Kent）の手による 1892年出版のRacing Life of Lord George Cavendish Bentinck, 









































































歴史家にとって概ね区別されている。1898年に The History of Gambling in Englandを
出版したジョン・アシュトン（John Ashton）は、その序文において、「gambling」が地
道な勤勉を続けるよりも速く富へ至る近道と捉えられているとし、皆が勝つという希望を
抱いて、証券取引や競馬での賭け（Betting on Horse Racing）などに没頭させられている
とした51。アシュトンは、競馬における賭けの一般的な表現である大文字の「Betting on 
Horse Racing」を用いているが、労働者階級の賭けに関しては、「gambling」という語を







の間で取り決められた 1,000 ギニーの賭け（wager）を挙げている。これは 1765 年６月























































                                                   
1 ジョッキー・クラブの設立年に関しては諸説あるが、1751年のジョン・ポンドによる
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19 
 




2 Wray Vamplew, The Turf: A Social and Economic History of Horse Racing (London, 
1976), pp.77-109. 
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4 「ジョッキー・クラブの競馬施行規則」（Rules of Racing Made by the Jockey Club at 
Newmarket）の全国的な伝播に関しては、以下を参照のこと。Racing Calendar (Races 




Gentleman’s Magazine, Vol.20, 1750, p.376. 
6 Peter Edwards, Horse and Man in Early Modern England (London, 2007), p.114. 
7 特に、クラシック・レースの最高峰と言われるダービーの開催日には、10万人の観客が
集まったと言われている。Dennis Brailsford, ‘Sporting Days in Eighteenth Century 





10 Henry John Rous, On the Laws and Practice of Horse Racing, etc. (London, 1866), 
pp.xi-xii. 





15 Allen Guttmann, Games & Sports; Modern Sports and Cultural Imperiarism (New 
York, 1994), pp.2-3. 邦訳は、アレン・グットマン（谷川稔、石井昌幸、池田恵子、石井
芳枝訳）『スポーツと帝国―近代スポーツと文化帝国主義』昭和堂、1997年、3—4頁。 
16 18世紀中に成立したスポーツの統括団体は、ジョッキー・クラブの他に、ゴルフのロ
イヤル・アンド・エンシェント・クラブ（the Royal and Ancient Club）（1754）、クリ







19 Robert Black, op. cit., pp.11-12. 
20 Roger Mortimer, The Jockey Club (London, 1958). 
21 John Tyrrel, Running Racing: The Jockey Club Years Since 1750 (London, 1997). 
22 Wray Vamplew, op. cit., p.81. 
23 Ibid., pp.80-81. 
24 Ibid., pp.77-109. 
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History (London, 2000), p.185. ハギンズの研究には、商業化を中心として 18世紀末か
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ら 20世紀初頭の競馬を扱ったこの研究の他に、19世紀における競馬と中産階級を、文
化や階級、リスペクタビリティから検証したものや、モラル・リフォームについて論じ
た研究がある。例えば、以下を参照のこと。Mike Huggins, ‘Lord Bentinck, the Jockey 
Club and Racing Morality in Mid-Nineteenth Century England: The ‘Running Rein’ 
Derby Revisited’, The International Journal of the History of Sport, Vol.13, No.3, 
1996, pp.432-444; Mike Huggins, ‘Culture, Class and Respectability: Racing and the 
English Middle Class in the Nineteenth Century’, in J. A. Mangan (ed.), A 
Sport-Loving Society Victorian and Edwardian Middle-Class England at Play 
(Abingdon, 2006), pp.219-238. 
26 Wray Vamplew, op. cit., pp.99-100. 
27 Richard Holt, Sports and the British: A Modern History (Oxford, 1989), p.29. 
28 John V. Beckett, The Aristocracy in England, 1660-1914 (Oxford, 1986), p.359. 
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Contest for Control, 1830-1885(London, 1978), p.23. 
32 川島昭夫「十九世紀イギリスの都市と「合理的娯楽」」、中村賢二郎編『都市の社会史』
ミネルヴァ書房、1983年、304—305頁。 




35 Allen Guttmann, ‘English Sports Spectators: The Restoration to the Early 
Nineteenth Century’, Journal of Sport History, Vol.12, No.2, 1985, p.111. 
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2007). 
38 John Kent, Racing Life of Lord George Cavendish Bentinck, M. P. and Other 
Reminiscences (London, 1892). 
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(Cambridge, 1973), p.15. ロバート・W・マーカムソン（川島昭夫、沢辺浩一、中房敏
朗、松井良明訳）『英国社会の民衆娯楽』平凡社、1993年、40頁。 
41 Robert W. Malcolmson, op. cit., p.57. ロバート・W・マーカムソン、前掲書、128—129
頁。 
42 Wray Vamplew, op. cit., p.111. 
43 具体的な判断材料となるのは、直近の競走成績や調子などであり、加えて、馬の能力や
性別に応じて、負担する重量（斤量）を増減させるものである。 
44 Wray Vamplew, op. cit., pp.118-119, 123-124. 
45 Mike Huggins, op. cit., p.88. 
46 Ibid. 
47 Ibid. 
48 The Bulletin, Vol.2, No.17, 1898, p.108. 
49 Frederick Anthony Atkins, Moral Muscle, and How to Use it: A Brotherly Chat with 
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するサクソン語の「Gamen」に由来する「gaming」という語が使用されていたとし、
「gambling」と「gaming」とを区別している。Ibid., pp.1-2. 
52 Ibid., p.150. ここでは、サムソン（Samson）の独特な賭け（a distinct bet）が紹介さ
れている。 
53 Ibid., p.158. 
54 Mark Clapson, A Bit of a Flutter: Popular Gambling and English Society, C. 
1823-1961 (Manchester, 1992), p.1. 




56 Ibid., p.16. 
57 Ross Mckibbin, ‘Working-Class Gambling in Brirtain 1880-1939’, Past and Present, 
No.82, 1979, pp.147-178. 
58 Ibid., p.148. 
59 David C. Itzkowitz, ‘Victorian Bookmakers and Their Customers’, Victorian Studies, 
Vol.32, No.1, 1988, pp.6-30. 
60 Roger Munting, An Economic and Social History of Gambling in Britain and the 
USA (Manchester, 1996), pp.12-13. 










































































































































































われる 1727年のジョン・チェニー（John Cheny）による An Historical List of All Horse 








序編 30 ページと本編 411 ページで構成されていたが、序編は「購読者リスト（List of 

















出典：Racing Calendar, Vol.1, 1773. 
 
ここで、『競馬年鑑』の第１巻から第５巻まで、すなわち 1773 年から 1777年までの５
年間における定期購読者数の推移を確認しておく。先に述べたように、1773年の第１巻の
定期購読者数は 522 名であったが、翌 1774 年の第２巻では 782 名となり21、260 名の増
加が見られた。続く 1775年の第３巻は 984名22、1776年の第４巻は 1,106名23、そして、












































































出典：Racing Calendar, Vol.64, 1837, p.579; Racing Calendar, Vol.65, 1838, p.613; Racing Calendar, 
Vol.66, 1839, p.628; Racing Calendar, Vol.68, 1841, p.669; Racing Calendar, Vol.69, 1842, 
p.641; Racing Calendar, Vol.70, 1843, p.616; Racing Calendar, Vol.71, 1844, p.658; Racing 
















































































                                                   
1 Robert Black, op. cit., pp.5-6. ロバート・ブラック以前の時代においては、ジョン・ポ
ンドの『スポーツ年鑑』が引用されておらず、クラブの初出は、レジナルド・ヒーバー
（Reginald Heber）の手による 1758年の『競馬年鑑』（Racing Calendar）とするもの
もあった。例えば、Anon., Horse-Racing: Its History and Early Records of the 
Principal and Other Race Meetings (London, 1863), p.278. 
2 John Pond, op. cit., p.225. 
3 Roger Mortimer, op. cit., p.10. 
4 Ibid., p.11. 
5 Rebecca Cassidy, The Sport of Kings: Kinship, Class and Thoroughbred Breeding in 
Newmarket (Cambridge, 2002), p.16. 
6 Wray Vamplew, op. cit., p.79. 
7 John Tyrrel, op. cit., p.17. 
8 Wray Vamplew, Joyce Kay (eds.), Encyclopedia of British Horseracing (London, 2005), 
p.111. 
9 Roger Mortimer, op. cit., p.30. 
10 Wray Vamplew, op. cit., p.79. 
11 Ibid. 
12 Roger Mortimer, op. cit., p.30. 
13 Ibid., p.31. この服色は、現代において一般的に「勝負服」と呼ばれており、各馬主独
自のものが定められている。色と同様、模様にも様々なバリエーションがある。 
14 John Tyrrel, op. cit., p.18. しかし、ティレルの引用はモーティマーの引用と異なり、
デヴォンシャー公（Duke of Devonshire）の麦わら色（Straw-Colour）について言及が
ないという問題点がある。この第４代デヴォンシャー公については、ロバート・ブラッ
クが、彼の著作 The Jockey Club and Its Founders: In Three Periods の中で、1762年
における服色登録の際のメンバーであり、麦わら色を選んだと指摘している。Robert 
Black, op. cit., pp.28-29. 
15 Ibid., pp.369-377. 
16 Mike Huggins, op. cit., p.175. 
17 Nicholas Clee, Eclipse (London, 2009), p.144. 
18 Racing Calendar, Vol.1, 1773. 購読者リストにおける貴族の掲載は、当然のことながら
公爵から始まっており、以下侯爵、伯爵、子爵、卿と続いている。それぞれ同じ枠の中
では、彼らもアルファベット順に掲載されている。 
19 Ibid., pp.i-iii. 一般的な「サー」の人々には明確な敬称は付されていないが、敬称付き
の人々と同枠で掲載されているため、彼らを敬称付きの人々と同質に扱う。 
20 Ibid., pp.iii-x. 
21 Racing Calendar, Vol.2, 1774, pp.xi-xxiv. 
22 Racing Calendar, Vol.3, 1775, pp.ix-xxiv. 
23 Racing Calendar, Vol.4, 1776, pp.vii-xxiv. 
24 Racing Calendar, Vol.5, 1777, pp.vii-xxviii. 
25 例えば、1786年の第 14巻の定期購読者数は 1,027名であった。Racing Calendar, Vol.14, 
1786, pp.vii-xxv. また、1798年発行の第 25巻（「1797年版」）の定期購読者数は 997
36 
 
                                                                                                                                                     
名であった。Racing Calendar, Vol.25, 1798, pp.vii-xxiv. 海外の定期購読者数に関して
は、年に数人程度と少ない数ではあった。 
26 Robert Black, op. cit., p.255. 
27 Mike Huggins, op. cit., p.179. 
28 Robert Black, op. cit., p.255. 1803年以前にも「ジョッキ ・ークラブの規則と指示（Rules 
and Orders of the Jockey Club）」は存在していたが、体系的なものではなかった。 





30 Racing Calendar, Vol.66, 1839, p.628. この時の幹事は、チェスターフィールド伯（Earl 
of Chesterfield）、ボーフォート公（Duke of Beaufort）、そして、ラウス大佐（Hon. Capt. 
Rous、ヘンリ・ジョン・ラウス）の３名で、会員の総数は 75名であった。 
31 Wray Vamplew, op. cit., p.77. 
32 C. F. Brown, The Turf Expositor (London, 1829), p.131. これは、1828年に作成され
た、新しい「ジョッキー・クラブの規則と指示」の第 11項、「ジョッキー・クラブの新
会員の入会に関して（Respecting the Admission of New Members for the Jockey Club）」
に当たるもので、新会員の入会に関する項目は、これが唯一のものである。これに引き









33 Mike Huggins, op. cit., p.177. 
34 C. M. Prior, The History of the Racing Calendar and Stud Book (London, 1926), 
pp.192-193. 
35 Racing Calendar, Vol.64, 1837, p.579. 
36 Racing Calendar, Vol.74, 1846, p.480. 
37 入会、退会が激しい年もあり、例えば、『競馬年鑑』1837年版から 1838年版にかけて、
会員数は 66名から 75名に増加したが、入会 15名、退会６名での９名増加であった。
Racing Calendar, Vol.65, 1838, p.613; Racing Calendar, Vol.66, 1839, p.628. 
38 Racing Calendar, Vol.64, 1837. 
39 Ibid., pp.vii-xxiv. 
40 Ibid. これは、巻頭に掲載されたものである。 
41 Ibid., pp.xxxiii-xxxvi. 
42 Racing Calendar, Vol.74, 1846. これは、巻頭に掲載されたものである。ここにあるシ
ート・カレンダーとは、おそらく持ち運びに便利な、紙の競馬情報媒体であると思われ
る。 























 本節では、18 世紀後半から 19 世紀前半のジョッキー・クラブ幹事で、最初の競馬改革
者として知られるサー・チャールズ・バンベリーについて分析する。彼は、ジョッキー・
クラブの影響力をニューマーケット以外の競馬場に拡大させる上で、極めて重要な役割を












出典：John Tyrrel, Running Racing: The Jockey Club Years Since 1750 (London, 1997), p.17. 
 








（William Augustus, Duke of Cumberland, 1721-65）、弟のヘンリ・フレデリック（Henry 























































出典：国立競馬博物館（The National Horseracing Museum）ホームページより。 
http://www.nhrm.co.uk/What's_On/Some_Museum_Highlights/The_18thC_Match_Book.aspx 






で、1776 年創設のセントレジャー（St. Leger）、1779 年創設のオークス、1780 年創設の





















（Escape Affair）に際して披露した対応力である。エスケープ事件は、1791 年 10 月 20
日と 21 日にかけて起きた、プリンス・オブ・ウェールズ（後のジョージ４世）の所有馬
エスケープによる不正競走疑惑事件である20。まずは、この事件の概要を確認しておく。 






ープの評価は下がり、そのオッズは５倍（five to one against）になっていたが、前日とは
打って変わってこの競走に勝利したのである21。 































































































当時の馬主数を知るためには、『競馬年鑑』に掲載された「Colours worn by the Riders of 
the following Noblemen and Gentlemen」の項目、すなわち馬主の服色リストを分析する
必要がある。1773 年の『競馬年鑑』初版では、28 名の登録があり、その内「サー」以上




Middlesex）の「クリストファ ・ーブレイク（Christopher Blake, Esq.）」、エセックス（Essex）







（表３）1773 年から 1779 年までの『競馬年鑑』における馬主登録数の推移 
 
出典：Racing Calendar, Vol.1, 1773, p.xxix; Racing Calendar, Vol.2, 1774, p.xliii; Racing Calendar, 
Vol.3, 1775, p.xliii; Racing Calendar, Vol.4, 1776, p.xliii; Racing Calendar, Vol.5, 1777, p.xlvii; 
Racing Calendar, Vol.6, 1778, p.xlvii; Racing Calendar, Vol.7, 1779, p.xlviii より筆者作成。 
 
1774 年の『競馬年鑑』では、「明らかな上流階級」馬主が 17 名、「ミスター」と表記さ
れている馬主が 16名で、計 33名であった34。ここでは、新たに H・ヴァーノン氏（Mr. H. 
Vernon）なる人物が馬主登録されているが、彼に関して、ロバート・ブラックは、「ヴァ
ーノン氏（Mr. (H.) Vernon）は、1774 年のジョッキ ・ークラブ・プレートでラトーニ（Ratoni）
を出走させた」と述べている35。また、1774 年の『競馬年鑑』の定期購読者リストに、ス
タッフォードシャー（Staffordshire）の「ヘンリ・ヴァーノン（Henry Vernon, Esq.）」
年度 1773年 1774年 1775年 1776年 1777年 1778年 1779年
サー以上の「明らかな上流階級」馬主 14 17 17 17 22 21 20
サー未満の馬主（Mr.) 14 16 19 22 19 16 14






世紀転換期にあたる 1799 年版の『競馬年鑑』では、馬主登録者 44 名の内、「明らかな
上流階級」馬主が 20名、「ミスター」を中心としたそれ以外の馬主が 24 名であった37。同
じく、1800 年版の『競馬年鑑』では、「明らかな上流階級」馬主が 22 名、「ミスター」を
中心としたそれ以外の馬主が 25名の計 47名であった38。そして、19 世紀最初の 1801 年
版『競馬年鑑』においては、「明らかな上流階級」馬主が 25 名、「ミスター」を中心とし
たそれ以外の馬主が 27名の計 52 名であった39。『競馬年鑑』創刊当初と比べて、全体的な
馬主数の微増がみられると同時に、「ミスター」を中心とした馬主層の割合が増加している
ことを確認できる。しかし、決定的な変化は 19 世紀初頭に起こった。それは、それまで
「Colours worn by the Riders of the following Noblemen and Gentlemen」と記載されて






















出典：Racing Calendar, Vol.27, 1800, pp.xxxiv-xxxv; Racing Calendar, Vol.28, 1801, pp.lii-liii; Racing 
Calendar, Vol.29, 1802, pp.lii-liii; Racing Calendar, Vol.41, 1814, pp.xlvi-xlvii; Racing Calendar, 






の後期発展期に突入した 1836 年版『競馬年鑑』では、79 頭の種牡馬広告が掲載されてい

















年度 1799年版 1800年版 1801年版 1813年版 1836年版 1846年
サー以上の「明らかな上流階級」馬主 20 22 25 34 55 75
サー未満の馬主（Mr.) 24 25 27 35 116 256


















                                                  
1 John Tyrrel, op. cit., p.17. 
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6 Racing Calendar, Vol.1, 1773, p.xxii. これは、「ジョッキー・クラブの規則と指示」の
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ー・クラブの規則と指示」における「彼らの権限等（Their Power & c.）」の項目で規定
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9 Derek Birley, Sport and the Making of Britain (Manchester, 1993), p.136. 
10 Nicholas Clee, op. cit., p.144. 
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12 Derek Birley, op. cit., p.136. 
13 Christopher R. Hill, Horse Power: The Politics of the Turf (Manchester, 1988), p.141. 
14 セントレジャーは、アンソニ ・ーセントレジャー大佐（Anthony St. Leger, 1731/32-86）
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に由来し、ダービーとオークスは、第 12代ダービー伯（Edward Smith-Stanley, 12th 





15 Walter Gilbey, Horses Past and Present (London, 1900), p.54. 
16 John Tyrrel, op. cit., p.25. 




18 John Tyrrel, op. cit., p.25. 
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20 Roger Mortimer, op. cit., pp.35-37.  
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価の高い馬であった。 
22 Ibid., p.37. 
23 Robert Black, The Jockey Club and Its Founders: In Three Periods, p.181. 
24 The Gentleman’s Magazine, Vol.25, 1755, p.153. 
25 T・クック（千葉隆章訳）『イギリス競馬史』、原田俊治編『馬の文化叢書 第十巻 競
馬―揺籃期のイギリス競馬』財団法人馬事文化財団、1995 年、204—205 頁。 
26 The Gentleman’s Magazine, Vol.25, 1755, p.153. 
27 Federico Tesio, Breeding the Racehorse (London, 1958), p.4. 『血統登録書』の第１巻
が出版される２年前の 1791 年に、ウェザビーは『血統登録書』の序巻を発表している。 
28 Ibid. 
29 General Stub Book, Vol.4, 2nd (ed.), 1840, p.iii. 
30 例えば、18 世紀末では以下が挙げられる。Racing Calendar, Vol.14, 1786, p.299. 
31 その３名とは、ヴァーノン氏（Mr. Vernon）、グレンヴィル氏（Mr. Grenvile）、シャフ
ト氏（Mr. Shafto）である。Roger Mortimer, op. cit., p.31. 
32 Racing Calendar, Vol.1, 1773, p.xxix. 
33 Ibid., pp.i-x. 定期購読者リストでは、上流階級であるエスクワイア層とそれ未満の「ミ
スター」層すなわち中産階級が、明確に区別されている。 
34 Racing Calendar, Vol.2, 1774, p.xliii. 
35 Robert Black, The Jockey Club and Its Founders: In Three Periods, p.227. 先の「第
二の規則」において、ヴァーノン氏という名前があったが、1774 年の馬主リストでも服
色が同じ白色で登録されている（H・ヴァーノン氏とは別人である）。 
36 Racing Calendar, Vol.2, 1774, p.xxii.  
37 Racing Calendar, Vol.27, 1800, pp.xxxiv-xxxv. ここでは、「Hon.」や「少佐（Major）」
という敬称がみられるが、「Hon.」は「明らかな上流階級」馬主に、「少佐」は「ミスタ
ー」を中心としたそれ以外の馬主に分類した。 
38 Racing Calendar, Vol.28, 1801, pp.lii-liii. 
39 Racing Calendar, Vol.29, 1802, pp.lii-liii. 
40 これは、少なくとも 1813 年版の『競馬年鑑』において確認できる。同版では、馬主登
録者 69名の内、「明らかな上流階級」馬主が 34名、「ミスター」を中心としたそれ以外
の馬主が 35名であった。Racing Calendar, Vol.41, 1814, pp.xlvi-xlvii. 
41 Racing Calendar, Vol.64, 1837, pp.l-liv. 
42 Racing Calendar, Vol.74, 1846, pp.lxi-lxviii. 
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43 Racing Calendar, Vol.64, 1837, pp.562-576. 
44 Racing Calendar, Vol.74, 1846, pp.464-477. 
45 Robert Black, Horse-Racing in England, p.22. キングヘロドは、カンバーランド公が
所有した。 
46 Robert Black, The Jockey Club and Its Founders: In Three Periods, p.238. 彼はアイ
ルランド貧農の出であり、詐欺師とみなされていた。 
47 Ibid., pp.360-361. 彼は、ポンテフラクト（Pontefract）選出の庶民院議員であった。
彼の競馬生活などについては、以下を参照のこと。William Pitt Lennox, Celebrities I 






























































































































































































ると、さらにその傾向は強まり、特に、『競馬年鑑』が Races to Come（競走予定版）と
Races Past（競走結果版）に分冊された年である 1847年の『競馬年鑑（競走予定版）』の














































ー卿（Ld Westminster）に交配された 1831 年生まれの黒鹿毛の牡馬で、父馬はカメル





















 このタッチストンの血は、子孫へと広く受け継がれた。同じ 1847 年の『競馬年鑑（競













（図７）J・F・へリング（J. F. Herring）作「タッチストン」（1834） 
 


























































出典：Racing Calendar, Vol.6, 1778, p.244; Racing Calendar, Vol.7, 1779, pp.238-240; Racing Calendar, 
Vol.22, 1795, pp.228-232; Racing Calendar, Vol.27, 1800, pp.199-202; Racing Calendar, Vol.41, 
1814, pp.238-242; Racing Calendar, Vol.55, 1828, pp.288-293; Racing Calendar, Vol.64, 1837, 
pp.296-304; Racing Calendar (Races to Come), Vol.75, 1847, pp.57-62, 64-68より筆者作成。 
 
19世紀中頃、例えば 1847年のダービーを取り上げると、189頭の登録馬のうち、明ら
かな上流階級馬主による登録馬は 73 頭で全体の約 38.6％を占めており、この競走に登録











年度 1779年 1780年 1795年 1800年 1814年 1828年 1837年 1847年
ダービー ― 36 45 33 51 89 133 189


























出典：Racing Calendar (Races to Come), Vol.75, 1847, pp.7-9より筆者作成。 
 
例えば、表６に見られるように、1847年の 2,000ギニーでの登録者は 18名で、そのう
ちジョッキー・クラブ会員とみられる上流階級馬主は 11 名、1,000 ギニーでの登録者は
22 名で、そのうちジョッキー・クラブ会員とみられる上流階級馬主は 13名である。彼ら
JC上流階級馬主 上流階級馬主 中産階級馬主 計
2,000ギニー 11 1 6 18












第７レースは、それぞれガリー氏（Mr. Gully）のピュロスザファースト（Pyrrhus the First）
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Christopher Hibbert (ed.), Greville’s England: Selections from the Diaries of Charles 
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に引き上げられた。Racing Calendar (Races to Come), Vol.79, 1851, p.409. この年、オ
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59 Dennis Brailsford, op. cit., p.43. 
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62 Racing Calendar (Races to Come), Vol.75, 1847, p.2. 
63 1847年の『競馬年鑑（競走予定版）』におけるニューマーケット以外の競馬場でのマッ













































 グッドウッド競馬場は、チチェスタ （ーChichester）の北、サセックス・ダウンズ（Sussex 
Downs）にあり、ここでの最初の公式の競馬は、揺籃期からジョッキー・クラブのメンバ
ーであった第３代リッチモンド公（3rd Duke of Richmond）の私有地で 1802年に開催さ
れた。そして、ジョージ・ベンティンク卿とともに 19 世紀中頃における諸改革を実施し
たのが、彼の又甥で、ジョッキー・クラブのメンバーであった第５代リッチモンド公チャ



















なり、先のそれぞれの内訳は、サセックス 34名、ロンドン 261名、サフォーク 37名、サ























































































































が 1,057 ポンドとなり、開催初年度以来 1,000 ポンドを超え、過去最高額を記録した25。
それ以降、賞金総額は飛躍的上昇を遂げた。事実、1831年には初めて 5,000ポンドを突破






















































































































































ド（約 47.6kg）、５歳馬８ストーン５ポンド（約 53.1kg）、６歳馬８ストーン 10ポンド（約
81 
 










































1,365 名中 167 名で全体の約 12.2％であった。そして、ベンティンク卿時代末の 1846 年
においては、1,308 名中 142 名で全体の約 10.9％となっていた。1773 年の『競馬年鑑』











る。その割合は、それぞれ全体の約 43.1％と約 42.9％であった。1773 年の『競馬年鑑』










出典：Racing Calendar, Vol.64, 1837, pp.vii-xi（本来の該当箇所は７から９ページであり、本史料では、
本来の９ページが 11ページと表記されたミスがあるが、原文ママにしておく）;Racing Calendar, 






ているジョッキー・クラブメンバーの割合は、1836 年版では 71 名中 37 名の約 52.1％で











                                                  
1 David Oldrey, op. cit., p.107. 
2 Racing Calendar, Vol.29, 1802, pp.201-303. 
3 Ibid., pp.vii-xxv. 
4 Ibid., pp.xvi-xix, xxi-xxiv. 
年度 1836年版 1846年版
His(Her) Majesty 1 1
His Royal Highness 0 2
His Grace 8 7
The Most Noble 9 7
Right Honourable 72 60
(The) Honourable 31 28










6 Racing Calendar, Vol.74, 1846, pp.vii-xxiv. 
7 Racing Calendar, Vol.29, 1802, pp.262-264. 
8 Ibid., p.262. 
9 Ibid., pp.xxii, 262. 彼らは、共にエスクワイアであった。 
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名おり、もう一人はゲイジ氏（Hon. J. Gage）であった。ゲイジ氏には、「Honourable」
という敬称が付されていた。第一章第一節で指摘したように、『競馬年鑑』の定期購読者






うした敬称の一般的区分に関しては、以下を参照のこと。Peter Laslett, The World We 
Have Lost (New York, 1965). 
12 Racing Calendar, Vol.29, 1802, p.262. この競走では、エグレモント伯所有の栗毛馬ボ
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所有の栗毛馬ミステリー（Mystery）であった。William H. Mason, op. cit., p.185. 
15 Ibid., pp.185-186. 
16 Robert Black, Horse-Racing in England, p.118. 
17 Racing Calendar, Vol.64, 1837, pp.104, 425-426. 
18 Rosemary Baird, op. cit., p.185. 
19 Racing Calendar, Vol.41, 1814, p.282. 
20 Ibid. 
21 William H. Mason, op. cit., p.191. 
22 Racing Calendar, Vol.41, 1814, pp.206-369. 
23 Ibid., p.240. 
24 Racing Calendar (Races to Come), Vol.75, 1847, pp.1-339. この年、アスコットでは、
「ゴールド・ベース（the gold Vase）」競走が行なわれたが、これを「ゴールド・カッ
プ」とみなして計算に入れた。 
25 William H. Mason, op. cit., pp.185-198. 
26 Ibid., pp.185-213. 
27 J. D. Parry, An Historical and Descriptive Account of the Coast of Sussex (London, 
1833), p.421. 
28 Ibid. 
29 Christopher Hibbert (ed.), op. cit., p.119. チャールズ・グレヴィルは、著名な日記作家
としても知られている人物である。 
30 C. F. Brown, op. cit., p.127. 
85 
 
                                                                                                                                                  
31 Racing Calendar (Races to Come), Vol.75, 1847, p.xvii. 
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34 Ibid. 
35 Racing Calendar, Vol.74, 1846, p.lii. 
36 Racing Calendar (Races to Come), Vol.75, 1847, p.108. 
37 Ibid. 
38 Neil Wigglesworth, The Evolution of English Sport (London, 1996), p.35. 
39 John Kent, op. cit., p.53. 
40 Rosemary Baird, op. cit., p.187. 
41 John Kent, op. cit., pp.296-297. 「返し馬」とは、出走馬が競走前に行う準備運動のこ
とである。 
42 The Illustrated London News, Vol.1, No.12, 1843, p.184. 
43 Mike Huggins, op. cit., p.438. 
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勝利を収めた。William H. Mason, op. cit., p.191. 
52 Mike Huggins, op. cit., p.438. 
53 Racing Calendar, Vol.1, 1773, pp.i-x. 
54 1846年の『競馬年鑑』では、ヴィクトリア女王が「HER MAJESTY」の敬称で定期購
読者リストの先頭に記載されている。Racing Calendar, Vol.74, 1846. 
55 Racing Calendar, Vol.1, 1773, pp.i-x. 
56 Racing Calendar, Vol.64, 1837, pp.vii-xxiv, 579. 






































（図 12）ヘンリ・ウェイゴール（Henry Weigall）作、「アドミラル・ヘンリ・ラウス」（1866） 
 







































































登録馬は 35 頭であった20。以後、2,000 ギニーの登録馬は、1851 年の『競馬年鑑（競走
予定版）』で 31 頭21、1852 年の『競馬年鑑（競走予定版）』でも同様に 31 頭と22、1849






会員数は 78 名であった24。翌年 1849 年の『競馬年鑑（競走予定版）』における会員数は






（表 10）ベンティンク卿の死去から 1851年までのジョッキー・クラブ会員数の推移 
 
出典：Racing Calendar (Races Past), Vol.76, 1848, p.461; Racing Calendar (Races to Come), Vol.77, 
1849, p.395; Racing Calendar (Races Past), Vol.77, 1849, p.460; Racing Calendar (Races to 
Come), Vol.78, 1850, p.408; Racing Calendar (Races Past), Vol.78, 1850, p.427; Racing 
Calendar (Races to Come), Vol.79, 1851, p.425; Racing Calendar (Races Past), Vol.79, 1851, 
p.440より筆者作成。 
 















（表 11）1852年から 1855年までのジョッキー・クラブ会員数の推移 
 
出典：Racing Calendar (Races to Come), Vol.80, 1852, p.441; Racing Calendar (Races Past), Vol.80, 
1852, p.465; Racing Calendar (Races to Come), Vol.81, 1853, p.457; Racing Calendar (Races 
Past), Vol.81, 1853, p.510; Racing Calendar (Races to Come), Vol.82, 1854, p.465; Racing 
Calendar (Races Past), Vol.82, 1854, p.539; Racing Calendar (Races to Come), Vol.83, 1855, 







































年鑑（競走結果版）』では、会員数は 67 名で39、わずかな回復が見られた。翌年の 1857
年の『競馬年鑑（競走予定版）』における会員数は 66 名40、同年の『競馬年鑑（競走結果








（表 12）ラウス時代の 1856年から 1859年までのジョッキー・クラブ会員数の推移 
 
出典：Racing Calendar (Races to Come), Vol.84, 1856, p.424; Racing Calendar (Races Past), Vol.84, 
1856, p.543; Racing Calendar (Races to Come), Vol.85, 1857, p.404; Racing Calendar (Races 
Past), Vol.85, 1857, p.550; Racing Calendar (Races to Come), Vol.86, 1858, p.403; Racing 
Calendar (Races Past), Vol.86, 1858, p.554; Racing Calendar (Races to Come), Vol.87, 1859, 
p.428; Racing Calendar (Races Past), Vol.87, 1859, p.579より筆者作成。 
 


















（表 13）ラウス時代の 1860年から 1863年までのジョッキー・クラブ会員数の推移 
 
出典：Racing Calendar (Races to Come), Vol.88, 1860, p.425; Racing Calendar (Races Past), Vol.88, 
1860, p.lxxvii; Racing Calendar (Races to Come), Vol.89, 1861, p.xxxv; Racing Calendar (Races 
Past), Vol.89, 1861, p.lii; Racing Calendar (Races to Come), Vol.90, 1862, p.xxxv; Racing 
Calendar (Races Past), Vol.90, 1862, p.lvi; Racing Calendar (Races to Come), Vol.91, 1863, 
p.xxxv; Racing Calendar (Races Past), Vol.91, 1863, p.livより筆者作成。 
 
 表 13で示したように、わずか３年あまりで会員数が 13名も増加し、ラウス時代におい
て最大人数になったことがわかる。また、1863 年の『競馬年鑑（競走結果版）』では、従
来のオランダ国王ウィレム３世（His Majesty the King of HOLLAND）に加えて、彼の











えて、同版では、ウィレム３世の上にプリンス・オブ・ウェールズ（His Royal Highness 
the Prince of WALES）の名前が掲載されており52、敬称付きの別枠掲載者が３名に増え
た。続く 1865 年の『競馬年鑑（競走予定版）』における会員数は 69 名53、同年の『競馬
年鑑（競走結果版）』における会員数は 73名であった54。1865年の『競馬年鑑（競走結果





（表 14）ラウス時代の 1864年から 1866年までのジョッキー・クラブ会員数の推移 
 
出典：Racing Calendar (Races to Come), Vol.92, 1864, p.lxv; Racing Calendar (Races Past), Vol.92, 
1864, p.lxxxiii; Racing Calendar (Races to Come), Vol.93, 1865, p.ix; Racing Calendar (Races 
Past), Vol.93, 1865, p.liv; Racing Calendar (Races to Come), Vol.94, 1866, p.xxxvii; Racing 
Calendar (Races Past), Vol.94, 1866, pp.lv-lviより筆者作成。 
 
1866 年の『競馬年鑑（競走予定版）』では、ブラバン公の即位に伴い、ベルギー王レオ




その変化とは、フランス・ジョッキー・クラブ（the French Jockey Club）の３名の会員
が、ジョッキ ・ークラブ会員になったことである58。その３名とは、ラグランジュ伯（Count 
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第一節 全国反賭博連盟（National Anti-Gambling League）の設立とその背景 








































ではここで、全国反賭博連盟の創設者であるアトキンスの著作、Moral Muscle, and How 













して知られるベンジャミン・シーボーム・ラウントリ （ーBenjamin Seebohm Rowntree）




















ンバーは 31名で、会長職はアバディーン伯（The Right Hon. Earl of Aberdeen）が務め
ていた12。副会長の数が 22名と多いが、ミース伯（The Right Hon. The Earl of Meath）
を筆頭に、「Dean」や「Bishop」といった、特に宗教関連の職に就くメンバーが数多く存
在しており、例えば、副会長職に就いていたザ・ディーン・オブ・ノリッチ（The Dean of 
Norwich, D. D.）、ザ・ディーン・オブ・カンタベリー（The Dean of Canterbury）、ザ・






























ホークは、1893年に、A Blot of the Queen’s Reign: Betting and Gambling, Appeal to 






















increasing evils of betting and gambling）に対するものであった22。デモの統括は、連
盟のメンバーであったヒュー・プライス・ヒュース師（The Rev. Hugh Price Hughes）
で、デモの始まりは、連盟の名誉事務局長アトキンスによるダーラム主教（the Bishop of 
Durham）からの手紙の朗読であり、その内容は「賭博の災い（The evil of gambling）
は、至る所で強力であるが、実に北部において痛ましく広がっている」というものであ
った23。主教から北部の実情が伝えられることで、その深刻さが浮き彫りになった。 

































































 この全国反賭博連盟は 20 世紀半ばで消滅してしまったが、20世紀の間、イギリスの賭
博（gambling）に強い影響を遺したと言うことが適正であると、先行研究で指摘されてい
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